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項 目 要  約 

１．研究の概要 スリップキャスティングまたは強磁場配向プロセスを利用した

高次構造制御B4C基セラミック制御材の製造技術を新規に開発し、

高性能制御材の開発を行い、高速炉の安全基盤技術を発展させるこ

とを目的とする。また、開発した制御材について既存の検査技術の

適用性の検討及び技術継承を行うとともに、最新の検査技術の適用

性等を評価することで高度化を検討し、将来の高速炉制御材に関す

る安全基盤技術を維持・発展させることを目的として、以下の研究

開発を行う。 

１）高次構造制御によるB4C基セラミック制御材の創製に向けた

基礎的研究

２）高次構造制御によるB4C基セラミック制御材の作製

３）高次構造制御B4C基セラミック制御材の特性評価

４）実機B4C制御材の特性評価

５）B4Cペレット型制御材の製造・検査技術の継承及び高度化

２．総合評価 
Ａ ・新規性のある高次構造制御によるセラミックス製制御材用B4Cペ

レット製造手法の安全性や信頼性向上につながる基礎データを

取得したことが評価できる。 

・高速炉に適用するための課題も整理されているが、実用化に向け

た開発をどう進めていくのか引き続き共同研究先と連携して検

討を行うことが求められる。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


